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毎月の浄泉寺同朋会

どうぼうかい

での住職法話 
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おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ⑦⑦⑦⑦        ～～～～    おおおお    盆盆盆盆    －亡き人を訪ねる－亡き人を訪ねる－亡き人を訪ねる－亡き人を訪ねる－－－－    ～～～～    

このコーナーでは、皆さんのご家庭にあるお内仏（仏壇）についてのアレコレを連載します。 

葬儀のことを「お 弔

とむら

い」ともいいました。 弔

とむら

うとは「 訪

とぶら

う」、つまり亡き人を訪ねていく

ということです。亡き人との思い出は様々にあるでしょうし、その思い出を通して「今、ここ

に在

あ

る」自分の人生を見つめる機縁にもなるでしょう。そして、亡き人の”いのち”を訪ねて

みると「命あるものは、必ず死んでいくんやで」という、私たちが普段忘れていることを、人

生の終わりにあたって、無言のまま真剣に私に教えてくださったことがわかります。 

 お盆は、亡き方をご縁にご本尊

ほんぞん

（本当に大切なこと）に手を合わせる大切な時間です。亡き

方は、長い短い、良い悪いを超えて、各々その命を生き切った仏様です。お盆をご縁に、この

限りある命に気づかされ、私の「今」と向き合いたいと思います。  (浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

) 

平成平成平成平成 22229999 年年年年(201(201(201(2017777 年年年年))))    年忌表年忌表年忌表年忌表 

ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さまの教えを今

生きる私たちが聞かせていただく大切な機会です。 

一周忌一周忌一周忌一周忌    平成 28 年(2016 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    平成 27 年(2015 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 23 年(2011 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 17 年(2005 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 13 年(2001 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 5 年(1993 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    昭和 60 年(1985 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 43 年(1968 年)亡 
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